
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組大宮地本は、東大宮コミュニティセンターにおいて「第２３回定期大会」を開催しました。

今定期大会では、２１春闘敗北を総括した上で夏季手当・２２春闘のたたかいを職場から創り出す事

で、未加入者を含め怒りの声を結集させた職場のたたかいが多く語られました。また２２春闘や施

策を通じ組織強化・拡大に繋げてきた実践、不当労働行為をはじめとした会社幹部による労働組合

への組織破壊とも取れる行為に抗するたたかい、変革 2027により矢継ぎ早に提案される会社施

策に振り回される職場実態から施策に立ち向かう職場のたたかいなど、「だまされず・あきらめず・

仲間と共に」創って来た大宮地本全体のたたかいを確認出来る大会となりました。 

今年は「えん罪・ＪＲ浦和電車区事件」から２０年を迎え、組織破壊と権力からの弾圧に抗してきた

たたかいから守り広めてきたＪＲ東労組組織を基にした職場運動で、安全で働きやすい職場をつく

り、組織強化・拡大の実現を推し進めていきましょう！ 

 

１． ２２春闘を創りだした職場からのたたかいを教訓に  

さらなる組織強化・拡大に向けて仲間と共にたたかおう！ 

１．雇用と生活を守るために「新たな施策の５本柱」を基軸に  

「変革２０２７」と真正面から向き合い、安全で安心して働ける  

職場を私たちの手で創りだそう！ 

１．「えん罪・ＪＲ浦和電車区事件」を美世志会と共に  

たたかい抜いた２０年を新たな節目とし、あらゆる戦争に 

反対し、憲法９条改悪を許さず、連帯する仲間と共に 

平和な社会の実現を目指していこう！ 


